
【取り組む際に生じた課題】
• 販売量の確保
• 炊飯方法の認識の相違によるクレーム

【ウェブサイト】 http://nohju.jp/  

【対応の結果】
• 生産を増やすことにより輸出量を確保し、文化・認識によるクレームに真摯に対
応したことにより信頼を確保することができた

台湾の小売店でのPR

 精米の小売販売に加え、レストラン等業務用需要やパックご飯需要への対応に
注力

 生産者自ら商品説明等行うことにより、信頼を確保

輸出額(万円) 輸出量(ｔ) 出荷時期

令和元年度 2,000 60

通年平成30年度 1,800 55

平成29年度 1,000 30

米・米加工品

【主な品目】

米国、中国、台湾、マカオ、香港、シンガ
ポール、タイ

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】

【今後の課題・展望】
• 欧米諸国に向けた米食文化の推進と認知度の向上

【生じた課題への対応】
• 販売量確保 → 栽培技術統一により協力生産者をグループ化
• 炊飯方法認識相違によるクレーム → 英語、中国語で炊飯方法をパッケージに
記載

【連絡先】 担当者名：中津隈、ＴＥＬ：077-349-1813 

（平成26年度より輸出開始）

京都府 （株）農樹
『精米・パックご飯を海外へ』

米

【効果があった取組】
英語、中国語で炊飯方法を
パッケージに記載


